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第１５回山陽小野田市都市計画審議会

報告

日時 平成３０年１２月２５日（火）午後２時から

場所 山陽小野田市役所本庁舎３階

大会議室A・B

山陽小野田市都市計画マスタープランの改定について

資料‐3
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１．前回中間報告以降の取組状況について

○都市計画きらきら会議の開催（地域別ワークショップ）○都市計画きらきら会議の開催（地域別ワークショップ）○都市計画きらきら会議の開催（地域別ワークショップ）○都市計画きらきら会議の開催（地域別ワークショップ）
� 山陽小野田市において、市の都市計画やまちづくりについて、その将来像、目標、施策などを定める『都市計画マス

タープラン』の策定にあたり、⼭陽⼩野⽥市の各地域について、⽇頃から各地域の市⺠が感じていることや問題点、課

題等の意向をワークショップによって把握し、都市のあり⽅等を計画検討に役⽴てるために「都市計画きらきら会議」

（市⺠ワークショップ）を実施した。

� さらに、⼭陽⼩野⽥市が魅⼒的な都市となるよう、市が⾏うことや市⺠の皆さんからお⼒をいただくことなどの取組を

検討し、会議（ワークショップ）の場を通じて、活動を広げることも目的としている。

 

【第 1 回：概要】 

日 時 

・ 

場 所 

厚狭地域 ：2018 年 8 月 2 日（木）【厚狭地区複合施設】 

高千帆地域：2018 年 8 月 3 日（金）【山陽小野田市役所】 

小野田地域：2018 年 8 月 9 日（木）【赤崎公民館】 

埴生地域 ：2018 年 8 月 10 日（金）【埴生公民館】 

テ ー マ 
(1)地域の「良いところ」「気になるところ」を考えよう 

(2)地域の通信簿をつくろう 

(3)地域が「どんなまちになったらよいか」を考えよう 

方 法 
ワークショップ形式 

（各テーマについて、グループ内で議論） 

 

 

 

【第２回：概要】 

日 時 

・ 

場 所 

埴生地域 ：2018 年 8 月２２日（水）【埴生公民館】 

厚狭地域 ：2018 年 8 月２３日（木）【厚狭地区複合施設】 

高千帆地域：2018 年 8 月２９日（水）【山陽小野田市役所】 

小野田地域：2018 年 8 月３０日（木）【赤崎公民館】 

テ ー マ 
(1)地域の課題や、キャッチフレーズのおさらい 

(2)地域の課題解消や、なりたいまちの実現を目指して、取り組むべき内容を考える 

(3)取組の中から、各主体がどのように取り組むかを考える    

方 法 
ワークショップ形式 

（各テーマについて、グループ内で議論） 
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１．前回中間報告以降の取組状況について

○高校生アンケート調査の実施○高校生アンケート調査の実施○高校生アンケート調査の実施○高校生アンケート調査の実施
趣旨

「山陽小野田市都市計画マスタープラン」の改定にあたり、山陽小野田市内の高校に通学される高校生の視点から、山陽小野田市に関する都市の課題等を把握し、都市づ

くりの方向性を定めるための参考とします。

対象者 山陽小野田市内の高校（４校）の⾼校２年⽣

実施期間 平成30年7月9⽇〜平成30年7月20日

回収数 回収数454通

設問一覧

Q1 学校名

Q2 性別

Q3 お住まいの地域

Q4 普段、山陽小野田市内を移動する交通手段

Q5 ⼭陽⼩野⽥市内でよく⾏く場所（通学している学校を除く）

Q6-1 山陽小野田市内において、⽇常⽣活で不便・不満に感じること「山陽小野田市内全体」

Q6-2 山陽小野田市内において、⽇常⽣活で不便・不満に感じること「学校周辺」

Q6-3 山陽小野田市内において、⽇常⽣活で不便・不満に感じること「お住まいの地域（山陽小野田市内にお住まいの方のみ回答）」

Q7 ⼭陽⼩野⽥市にあったら良い施設・機能

Q8 山陽小野田市がより住みやすく、来たくなるまちとなるためのアイデア

� 集計結果のポイント

� ■あなたご自身についてお聞きします。

� ⼭陽⼩野⽥市内の移動について、市内居住者は「⾃転⾞」が多く、市外居住者は「鉄道」と「⾃転⾞」が多い。

� ■山陽小野田市についてお聞きします。

� いずれの地域居住者においても、「おのだサンパーク周辺」によく⾏くという回答が多い。

� ⽇常⽣活で不便・不満に感じることについて、⼭陽⼩野⽥市全体では「娯楽施設や遊ぶ場所が少ない」「鉄道が不便（ダイヤなど）」が多い。

� 学校周辺別では、⼩野⽥⼯業⾼等学校は、「鉄道が不便（ダイヤなど）」が⼀番多く、そのほかの学校では、「娯楽施設や遊ぶ場所が少ない」が⼀番多い。

� 居住地域別では、「娯楽施設や遊ぶ場所が少ない」が全体で⼀番多く、その他として、地域別では、⼩野⽥地域は「鉄道が不便（ダイヤなど）」、⾼千帆地

域は「飲⾷店や商業施設が少なく、⽇常の買い物が不便」、厚狭地域は「スポーツ施設が少ない」、埴⽣地域は「飲⾷店や商業施設が少なく、⽇常の買い物

が不便」と「スポーツ施設が少ない」が、不便・不満に感じることとして多い。
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１．前回中間報告以降の取組状況について

○施策動向調査の実施○施策動向調査の実施○施策動向調査の実施○施策動向調査の実施

●目的

現⾏の都市計画マスタープランに⽰す「全体構想」において設定している⼟地利⽤や交

通など６項目の基本方針を現在の状況により評価する。

●評価

その方針を・達成している

・進⾏中

・進⾏していない

・悪化している
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２．都市づくりの基本目標について

○都市計画マスタープランの構成○都市計画マスタープランの構成○都市計画マスタープランの構成○都市計画マスタープランの構成
・・・・都市の現況都市の現況都市の現況都市の現況 人口、産業、土地利用の現況、交通、都市基盤

整備状況等

・・・・都市の特性と問題・課都市の特性と問題・課都市の特性と問題・課都市の特性と問題・課題 当市の特性、国全体を取り巻く時代の潮流

当市の問題・課題等

・・・・都市都市都市都市づくりの基本目標づくりの基本目標づくりの基本目標づくりの基本目標 都市づくりの基本理念、

都市づくりの基本方針、将来目標人口

・・・・全体構想全体構想全体構想全体構想 将来の都市構造、土地利用、交通体系整備、都市環境の保全及び創出

市街地整備、都市景観形成、都市防災の方針

・・・・地域別構想地域別構想地域別構想地域別構想 小野田、高千帆、厚狭、埴生の各地域における現況と課題、地域の

まちづくり方針

・・・・実現化方策実現化方策実現化方策実現化方策 総合的な協働体制の構築、市民が主役のまちづくりの推進、

都市計画の変更・見直し、実現化プログラム
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２．都市づくりの基本目標について
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２．都市づくりの基本目標について
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２．都市づくりの基本目標について
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３．全体構想について

○都市計画マスタープランの構成○都市計画マスタープランの構成○都市計画マスタープランの構成○都市計画マスタープランの構成
・・・・都市の現況都市の現況都市の現況都市の現況 人口、産業、土地利用の現況、交通、都市基盤

整備状況等

・・・・都市の特性と問題・課都市の特性と問題・課都市の特性と問題・課都市の特性と問題・課題 当市の特性、国全体を取り巻く時代の潮流

当市の問題・課題等

・・・・都市都市都市都市づくりの基本目標づくりの基本目標づくりの基本目標づくりの基本目標 都市づくりの基本理念、

都市づくりの基本方針、将来目標人口

・・・・全体構想全体構想全体構想全体構想 将来の都市構造、土地利用、交通体系整備、都市環境の保全及び創出

市街地整備、都市景観形成、都市防災の方針

・・・・地域別構想地域別構想地域別構想地域別構想 小野田、高千帆、厚狭、埴生の各地域における現況と課題、地域の

まちづくり方針

・・・・実現化方策実現化方策実現化方策実現化方策 総合的な協働体制の構築、市民が主役のまちづくりの推進、

都市計画の変更・見直し、実現化プログラム
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３．全体構想について

○全体構想の構成○全体構想の構成○全体構想の構成○全体構想の構成

（１）将来の都市構造

（２）土地利用の方針

（３）交通体系整備の方針

（４）都市環境の保全及び創出の方針

（５）市街地整備の方針

（６）都市景観形成の方針

（７）都市防災の方針
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３．全体構想について

（１）将来の都市構造（１）将来の都市構造（１）将来の都市構造（１）将来の都市構造
将来の都市構造は、都市づくりの基本方針に基づく基本的な土地利用区分や

骨格的な都市施設等の配置に関する考え方を示すためのものです。

本市には、海岸、山林、田園などの豊かな自然環境が残されており、この自然

環境と市街地を今後においてもしっかりと区分し、秩序ある土地利用を進めます。

また、市街地間の「連携」と市街地内の「集約化」を実現する観点から、都市的土

地利用と自然的土地利用の基本的なゾーニング、主要な拠点の配置、広域・地域

間を結ぶ連携軸の活用という３つの視点３つの視点３つの視点３つの視点から、本市の将来都市構造を示します。

１）都市的土地利用と自然的土地利用の基本的区分

２）主要な拠点の配置

３）広域・地域間の連携軸の活用と強化
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３．全体構想について

１）都市的土地利用と自然的土地利用の基本的な区分１）都市的土地利用と自然的土地利用の基本的な区分１）都市的土地利用と自然的土地利用の基本的な区分１）都市的土地利用と自然的土地利用の基本的な区分

①市街地ゾーン
②農地・集落地ゾーン
③山林ゾーン
④海岸ゾーン
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３．全体構想について

２２２２）主要な拠点の配置）主要な拠点の配置）主要な拠点の配置）主要な拠点の配置

①生活・産業の拠点①生活・産業の拠点①生活・産業の拠点①生活・産業の拠点
●総合サービス拠点
●地域サービス拠点
●工業集積拠点
●商業集積拠点
●学術研究拠点

●都市拠点
●地域拠点
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３．全体構想について

２２２２）主要な拠点の配置）主要な拠点の配置）主要な拠点の配置）主要な拠点の配置

②交流・レクリエーションの拠点②交流・レクリエーションの拠点②交流・レクリエーションの拠点②交流・レクリエーションの拠点

●文化交流拠点
●スポーツ交流拠点
●レクリエーション拠点
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３．全体構想について

３）広域・地域間の連携軸の活用と強化３）広域・地域間の連携軸の活用と強化３）広域・地域間の連携軸の活用と強化３）広域・地域間の連携軸の活用と強化

①広域連携軸（国土連携）
②広域連携軸（都市連携）
③地域連携軸
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３．全体構想について

将来都市構造のまとめ将来都市構造のまとめ将来都市構造のまとめ将来都市構造のまとめ
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３．全体構想について

（２）土地利用の方針（２）土地利用の方針（２）土地利用の方針（２）土地利用の方針

１）土地利用の基本的１）土地利用の基本的１）土地利用の基本的１）土地利用の基本的考え方考え方考え方考え方

１．コンパクトな市街地の実現に
よる住みよい暮らしの創造

2)⼟地利⽤の配置⽅針

 

 
■市街地内の土地利用の集約化■市街地内の土地利用の集約化■市街地内の土地利用の集約化■市街地内の土地利用の集約化    

都市拠点都市核や地域拠点地域交流拠点などを中心に都市機能の集約化や都市基盤施設

の整備を進め、居住を誘導し、歩いて暮らせるまちづくりを目指します。また、市街地内に

おける空き家・空き地低未利用地を積極的に活用しながら、多くの人々が暮らす良好な市街

地形成に努めます。 

 

■無秩序な■無秩序な■無秩序な■無秩序な市街化市街化市街化市街化の抑制の抑制の抑制の抑制    

コンパクトな市街地形成を図るため、市街地縁辺部や郊外部での無秩序な開発を抑制し、

農地や丘陵地の保全を図ります。 

 

■活力ある産業地の形成■活力ある産業地の形成■活力ある産業地の形成■活力ある産業地の形成    

本市で働き暮らす人口の増大を図るため、新たな企業誘致や適正な商業施設の配置誘導に

より、活力ある産業地の形成を進めます。 

    

 

【【【【土地利用土地利用土地利用土地利用の基本方針】の基本方針】の基本方針】の基本方針】 
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３．全体構想について

（３）交通体系整備の方針（３）交通体系整備の方針（３）交通体系整備の方針（３）交通体系整備の方針
１１１１））））交通体系整備の交通体系整備の交通体系整備の交通体系整備の基本的考え方基本的考え方基本的考え方基本的考え方

２．ネットワークを活かした
住みよい暮らしの創造

２）道路網の整備⽅針
３）公共交通及び歩⾏者空間の整備⽅針

 

 

 
■■■■安全で快適に移動できる道路空間の整備安全で快適に移動できる道路空間の整備安全で快適に移動できる道路空間の整備安全で快適に移動できる道路空間の整備    

歩道、自転車・歩行者用道路の整備を進めることにより、安全で快適に通行できる道路空

間の整備に努めます。また、市の骨格を形成する幹線道路については、各地域から発生する

交通を効率的に集約し、通過交通を円滑に処理するため、全市的観点からみた適正な配置・

整備を進めます。 

 

■持続可能な公共交通サービスの確保・提■持続可能な公共交通サービスの確保・提■持続可能な公共交通サービスの確保・提■持続可能な公共交通サービスの確保・提供供供供    

高齢者や学生などをはじめ自家用車を使わない人の移動手段の確保、地球環境への負荷の

低減などの観点から、事業者との連携のもと、地域の実情や移動ニーズに合った持続可能な

公共交通サービスのあり方や体系を検討し、サービスの確保・提供に努めるとともに、鉄道・

バス・タクシーの利用促進に向けた基盤整備や情報提供等を図ります。 

 

■将来の土地利用、地域のまちづくりと連動した■将来の土地利用、地域のまちづくりと連動した■将来の土地利用、地域のまちづくりと連動した■将来の土地利用、地域のまちづくりと連動した道路道路道路道路整備整備整備整備    

将来のまちづくりと整合し、整備効果の高い道路については、重点的に整備を進めるとと

もに、社会経済情勢の変化や、代替道路が整備されたことで必要性が低くなった計画道路に

ついては、地域住民の意向等も踏まえながら計画の見直しをも検討します。 

 

【交通体系整備の基本方針】【交通体系整備の基本方針】【交通体系整備の基本方針】【交通体系整備の基本方針】 
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３．全体構想について

（４）都市環境の保全及び創出の方針（４）都市環境の保全及び創出の方針（４）都市環境の保全及び創出の方針（４）都市環境の保全及び創出の方針
１）都市環境の保全及び創出の基本的考え方１）都市環境の保全及び創出の基本的考え方１）都市環境の保全及び創出の基本的考え方１）都市環境の保全及び創出の基本的考え方

３．安心・安全なまちづくりの推進に
よる住みよい暮らしの創造

４．豊かな自然・歴史文化資源を活か
した住みよい暮らしの創造

２）公園・緑地の整備方針
３）自然環境保全の方針
４）生活環境の保全方針

 

 

■■■■緑のネットワークと魅力ある公園の整備緑のネットワークと魅力ある公園の整備緑のネットワークと魅力ある公園の整備緑のネットワークと魅力ある公園の整備    

環境負荷の少ない都市構造を目指し、快適な歩行者空間となるような連続性のある緑のネ

ットワークの形成を進めます。また、公園利用者や地域住民の意見も反映しながら、地域特

性や公園ごとの特徴を活かした魅力ある公園整備を進めるとともに、子供からお年寄りまで

皆が安心・快適に利用できるよう、公園のバリアフリー化や安全対策の充実に努めます。 

 

■自然環境の保全と都市内における自然の回復■自然環境の保全と都市内における自然の回復■自然環境の保全と都市内における自然の回復■自然環境の保全と都市内における自然の回復    

現在の自然環境が将来にわたって維持されるよう、各種法制度を活用しながら、計画的な

保全・整備を図ります。さらに、道路や公園、住宅地等における緑化の推進や、豊かな生態

系を有する水辺空間の整備によって、都市内における自然の回復や緑の増加に努めます。 

 

■■■■環境負荷軽減に寄与する都市施設の整備環境負荷軽減に寄与する都市施設の整備環境負荷軽減に寄与する都市施設の整備環境負荷軽減に寄与する都市施設の整備    

環境への負荷軽減を図る観点から、地域の特性や将来の市街化の見通し等も踏まえながら、

下水道、廃棄物処理施設などの整備、更新に努めます。 

【【【【都市環境の保全及び創出都市環境の保全及び創出都市環境の保全及び創出都市環境の保全及び創出の基本方針】の基本方針】の基本方針】の基本方針】 
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３．全体構想について

（５）市街地整備の方針（５）市街地整備の方針（５）市街地整備の方針（５）市街地整備の方針
１）市街地整備の基本的考え方１）市街地整備の基本的考え方１）市街地整備の基本的考え方１）市街地整備の基本的考え方

３．安心・安全なまちづくりの推進による住みよい
暮らしの創造
４．豊かな自然・歴史文化資源を活かした住みよい
暮らしの創造
５．市⺠とともに実現する住みよい暮らしの創造

２）市街地整備手法の運用方針

 

 

■安全・快適に生活できる市街地環境の整備■安全・快適に生活できる市街地環境の整備■安全・快適に生活できる市街地環境の整備■安全・快適に生活できる市街地環境の整備    

安全・快適で利便性の高い市街地形成を目指し、生活道路の改善、オープンスペースの確

保、適正な建物更新及び立地誘導を図ります。また、既に緑豊かで魅力的な環境を備えてい

る住宅団地においては、良好な居住環境が保全され、さらに充実されるよう努めます。 

 

■地域特性を踏まえたきめ細かな市街地整備の推進■地域特性を踏まえたきめ細かな市街地整備の推進■地域特性を踏まえたきめ細かな市街地整備の推進■地域特性を踏まえたきめ細かな市街地整備の推進    

各地域が抱えている問題や課題を十分に考慮しながら、きめ細かい市街地整備を進めます。

特に、歴史的・文化的資源周辺の市街地については、これらの資源の持つ特性や景観を活か

した市街地の形成に努めます。 

 

■■■■住民が主体となった住民が主体となった住民が主体となった住民が主体となった市街地整備の推進市街地整備の推進市街地整備の推進市街地整備の推進    

今後、様々な機会を通じて住民意向の把握・反映に努めるとともに、誰もが主役になれる

住民主体のまちづくりが積極的に進められるよう、幅広く情報を発信していきます。また、

まちづくり協議会など、住民が主体となって話し合いや意思決定ができる体制づくりに努め

ます。 

【【【【市街地整備市街地整備市街地整備市街地整備の基本方針】の基本方針】の基本方針】の基本方針】 



22

３．全体構想について

（６）都市景観形成の方針（６）都市景観形成の方針（６）都市景観形成の方針（６）都市景観形成の方針
１）１）１）１） 都市景観形成の基本的考え方都市景観形成の基本的考え方都市景観形成の基本的考え方都市景観形成の基本的考え方

４．豊かな自然・歴史文化資源を活かした住みよい
暮らしの創造

２）都市景観の形成方針
 

 

■山陽小野田市らしい個性ある景観資源の発掘■山陽小野田市らしい個性ある景観資源の発掘■山陽小野田市らしい個性ある景観資源の発掘■山陽小野田市らしい個性ある景観資源の発掘    

市街地を取り囲む豊かな自然、そして、市内に分布する史跡や歴史的建造物が本市にとっ

てどのような役割を担ってきたかを再確認し、将来にわたって保全すべき景観資源とその保

全に対する考え方を市民と行政とで共有するよう努めます。 

 

■優れた景観と調和する街並みの創出■優れた景観と調和する街並みの創出■優れた景観と調和する街並みの創出■優れた景観と調和する街並みの創出    

優れた自然景観や歴史景観の周囲の市街地においては、景観を阻害することのないよう構

造・デザイン等に配慮するとともに、周辺の景観との一体性や連続性を持つ良好な街並みの

創出を目指します。 

 

■景観の保全・創出を実現化するための■景観の保全・創出を実現化するための■景観の保全・創出を実現化するための■景観の保全・創出を実現化するための規制・誘導の導入規制・誘導の導入規制・誘導の導入規制・誘導の導入    

景観資源の保全や、「住みよい暮らし住み良さ」を感じられる良好な街並みの形成を図るた

め、景観行政団体への移行も視野に入れ、地域の特性や市民の意向等も踏まえながら、景観

計画を策定し、適切な規制・誘導を図ります。方策を検討します。 

【【【【都市景観形成都市景観形成都市景観形成都市景観形成の基本方針】の基本方針】の基本方針】の基本方針】 
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３．全体構想について

（（（（７７７７）都市防災の方針）都市防災の方針）都市防災の方針）都市防災の方針
１）１）１）１） 都市防災の基本的考え方都市防災の基本的考え方都市防災の基本的考え方都市防災の基本的考え方

３．安心・安全なまちづくりの推進に
よる住みよい暮らしの創造

２）都市防災の整備方針

 

 

■被害を軽減するための都市基盤整備の推進■被害を軽減するための都市基盤整備の推進■被害を軽減するための都市基盤整備の推進■被害を軽減するための都市基盤整備の推進    

道路、公園、河川などのオープンスペースは、災害時における避難路や避難場所、延焼遮

断帯などの機能を備えており、これら都市基盤施設を整備することによって、災害による被

害の拡大防止を図ります。また、災害の発生を未然に防止するため、河川改修、護岸整備、

急傾斜地崩壊対策事業などの整備を推進します。 

 

■災害危険性の高い市街地の解消■災害危険性の高い市街地の解消■災害危険性の高い市街地の解消■災害危険性の高い市街地の解消    

都市基盤整備を進める一方で、建物の耐震化・不燃化等を進めることで、地震や火災に伴

う被害発生及び被害拡大の抑制を図ります。特に、木造密集市街地や浸水・土砂災害の危険

性の高い市街地については、市街地整備事業や地区計画等の導入可能性も検討しながら、危

険性の解消に努めます。 

 

■防災まちづくりと都市計画との連動■防災まちづくりと都市計画との連動■防災まちづくりと都市計画との連動■防災まちづくりと都市計画との連動    

防災にとって重要な「自助」「共助」「公助」という基本的な考え方を踏まえ、地域住民の

視点からみた安心・安全のまちづくりを、住民が主体となって進めていけるような仕組みの

構築を図ります。 

 

■インフラの適切な維持管理■インフラの適切な維持管理■インフラの適切な維持管理■インフラの適切な維持管理    

高度経済成長期に建設された多くの公共施設、公園、道路、橋梁、上下水道などの適切な

維持・保全・整備に努めます。 

【【【【都市防災都市防災都市防災都市防災の基本方針】の基本方針】の基本方針】の基本方針】 
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４．今後の予定について

○都市計画○都市計画○都市計画○都市計画マスタープラン改定のスケジュールマスタープラン改定のスケジュールマスタープラン改定のスケジュールマスタープラン改定のスケジュール

■都市計画基礎調査：人口規模、土地利用、交通量などの現況及び将来の見通しなど都市計画に関する事項について調査

業務委託

■市民アンケート調査：都市計画に関する質問により、まちづくりに関する市民の意向を把握

12月15日しめ切り

■改定委員会： 公募市民、学識経験者からなる委員会を設置し、案に対する意見を計画に反映

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回
公募委員募集

■庁内調整会議：関係各課の主任以上の職員からなるワーキンググループを設置し、原案を作成予定
　　（ＷＧ）

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回

■地域別ワークショップ： 地域住民から見た地域の特性や課題、まちづくりのテーマや方向性を把握し、地域別構想や全体構想に反映するため、住民参加のワークショップを開催

地域開催２回×４地域＝８回の開催予定

参加者募集 第１回 第２回

■都市計画審議会：中間報告により委員の意見を計画に反映させながら、最終的には、案を諮問・答申

報告 諮問・答申

■パブリックコメント：計画素案についてパブリックコメントを行い、広く意見を聴取

報告報告報告報告

7 8 9 10 11 7 8 9

○調査対象：18歳以上の市民

○2,000通配布

平成３０年度平成３０年度平成３０年度平成３０年度

64 5 6 1012 1 2 3 11 12 1 24 3

平成２９年度平成２９年度平成２９年度平成２９年度

5



１２月：都市計画審議会
中間報告２回目

３月：都市計画審議会
諮問・答申

・・・・都市の現況都市の現況都市の現況都市の現況

・・・・都市の特性と問題・課都市の特性と問題・課都市の特性と問題・課都市の特性と問題・課題

・・・・まちづくりの基本目標まちづくりの基本目標まちづくりの基本目標まちづくりの基本目標

・・・・全体構想全体構想全体構想全体構想

・・・・地域別構想地域別構想地域別構想地域別構想

・・・・実現化方策実現化方策実現化方策実現化方策
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４．今後の予定について

○都市計画○都市計画○都市計画○都市計画マスタープラン改定の進捗マスタープラン改定の進捗マスタープラン改定の進捗マスタープラン改定の進捗

平成３０年３月 ９日：第１回ワーキンググループ
平成３０年３月１９日：第１回改定委員会

平成３０年５月２８日：第２回ワーキンググループ
平成３０年６月１１日：第２回改定委員会

平成３０年 ８月中旬：第３回ワーキンググループ
平成３０年 ９月上旬：第３回改定委員会

平成３０年１１月３０日：第４回ワーキンググループ
平成３０年 １月 ７日：第４回改定委員会

平成３１年 １月下旬：第５回ワーキンググループ
平成３１年 ２月上旬：第５回改定委員会

赤枠内：検討済み、検討中
平成２９年１１月２７日～１２月１５日：市民アンケートの実施平成２９年１１月２７日～１２月１５日：市民アンケートの実施平成２９年１１月２７日～１２月１５日：市民アンケートの実施平成２９年１１月２７日～１２月１５日：市民アンケートの実施



１２月：都市計画審議会
中間報告２回目

３月：都市計画審議会
諮問・答申

・・・・都市の現況都市の現況都市の現況都市の現況

・・・・都市の特性と問題・課都市の特性と問題・課都市の特性と問題・課都市の特性と問題・課題

・・・・まちづくりの基本目標まちづくりの基本目標まちづくりの基本目標まちづくりの基本目標

・・・・全体構想全体構想全体構想全体構想

・・・・地域別構想地域別構想地域別構想地域別構想

・・・・実現化方策実現化方策実現化方策実現化方策
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４．今後の予定について

○都市計画○都市計画○都市計画○都市計画マスタープラン改定の今後の予定マスタープラン改定の今後の予定マスタープラン改定の今後の予定マスタープラン改定の今後の予定

平成３０年３月 ９日：第１回ワーキンググループ
平成３０年３月１９日：第１回改定委員会

平成３０年５月２８日：第２回ワーキンググループ
平成３０年６月１１日：第２回改定委員会

平成３０年 ８月中旬：第３回ワーキンググループ
平成３０年 ９月上旬：第３回改定委員会

平成３０年１１月３０日：第４回ワーキンググループ
平成３１年 １月 ７日：第４回改定委員会

平成３１年 １月下旬：第５回ワーキンググループ
平成３１年 ２月上旬：第５回改定委員会

赤枠内：現在検討中、今後検討予定

平成２９年１１月２７日～１２月１５日：市民アンケートの実施平成２９年１１月２７日～１２月１５日：市民アンケートの実施平成２９年１１月２７日～１２月１５日：市民アンケートの実施平成２９年１１月２７日～１２月１５日：市民アンケートの実施


